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2026 年 8 月 25 日 
AC7 合同会社 

 
反射光に関する春現地調査（春実査）の結果報告について 

 
当社は、2026 年 5 月 15 日付「反射光に関する現地調査（実査）の実施について」にて公
表のとおり、福島市からの要請（令和 8 年 3 月 23 日付 7 環政第 644 号）を受け、同市の
ご同行のもと、当社発電所における反射光の影響に関する現地調査（以下「実査」）を
2026 年春季より開始いたしました。 
 
本実査では、太陽光パネルからの反射光について、反射光の到達の有無、継続時間、影響
範囲等の実態を現地にて確認し、その結果をシミュレーション結果と比較検証しておりま
す。 
 
この度は、第三者機関による春季の実査（実査日：2026 年 5 月 16 日）に関する結果報告
書を添付にて開示致します。 
 
当社は、本事業に関して地域住民の皆さまから様々なご関心やご意見を頂戴していること
を真摯に受け止めております。第三者機関による予測報告書および本実査に関する情報開
示が、地域の皆さまのご理解の一助となることを期待しております。 
 
引き続き、行政機関や多くのパートナー会社と連携しながら、発電所の安全かつ適切な運
営に取り組んでまいります。 
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1. 調査目的 

本調査は、太陽光パネルからの反射光について、現地調査により実態（反射光到達の有無、

継続時間、影響範囲等）を把握するとともに、実査結果とシミュレーション結果とを比較し、

両者の差異の原因を技術的に考察した上で、対策を検討するための基礎資料を得ることを目的

とする。 

 

2. 調査概要（春実査） 

2.1 調査日時 

2026 年 5月 16 日（土）15:30～17:30 

（天気：快晴） 

 

2.2 調査方法 

広範囲における反射光の到達状況を効率的に把握するため、以下の 2 つの方法を組み合わせ

て調査を行った。 

(1) 固定観測（3地点） 

本調査は、反射光の継続時間の確認や反射しているパネルの特定を目的として調査を行う

ものである。 

・ 先達達太太陽光電事業業に伴う反射光予測業務報告書（2026 年 3 月 10 日追加補正）」 （以下

先シミュレーション報告書」という）」の結果を参考に、調査日に反射光が到達すると見込

まれ、かつ見通しが良い地点を選定した（地点 No.8 ：福島西工業団地、No.9 ：佐倉下地区

（島集会所付近）、No.22-11：市道百目木原野町線（福島西工業団地の東側））。 

・各調査地点において、反射光の推移を目視と写真撮影（動画、静止画）で記録するととも

に、調査票に時刻別の反射の有無、反射箇所を記録した2。 

 

(2) 移動観測（主要地方道上名倉飯坂伊達線） 

本調査は、南北方向の反射光の広がりを確認するため、主要地方道上名倉飯坂伊達線を南

北に移動しながら、反射光が届く範囲を確認する調査である。 

・2 名 1組で実施し、1名が反射光到達の北限側、もう 1名が南限側を移動しながら、反射光

の届く範囲の変化を記録した 2。 

 

  

 
1 No.22-1 は、先シミュレーション報告書」の No.22 の地点から、約 200ｍ西南西方向に移動した地点である。 
2 反射の有無は、調査員の目視により判定しているため、判定時刻に若干の誤差を含んでいる。 
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3. 調査結果 

3.1 固定観測 

(1) No.8 福島西工業団地 

本地点では、15:54 頃に向かって左側のアレイ群 （斜地地①-3）から反射が始まり、反射の

中心域が徐々に右側に移動していった （写真 3-1）。16:20 頃に斜地地①-2の一部でも反射が

見られるようになり、最後は斜地地①-2 の右端付近で反射が終了した。 

また、斜地地⑤と推定される場所からは、16:46～16:58 頃まで細長い反射域が確認された

（写真 3-2）。 

なお、向かって右側のアレイ群 （斜地地①-1）については、16:45～17:00 頃、向かって一

番下のごく一部が明るく照らされた状態になったが、反射は確認されなかった。 

反射開始から終了までの継続時間は、約 64分であり、ピーク時（16:20 頃）のパネル全体

の見かけ面積に対する反射場所の面積比は、約 45％であった。 

 

表 3-1 調査結果概要（福島西工業団地） 

 

時刻 
全体の見かけ面積に対する 

反射場所の面積比 
備考 

15:54 頃 - 反射開始 

16:00 頃 約 17％  

16:10 頃 約 27％  

16:20 頃 約 45％ 反射のピーク 

16:30 頃 約 25％  

16:40 頃 約 21％  

16:50 頃 約 3％  

16:58 頃 - 反射終了 

総継続時間 約 64 分  

注：全体の見かけ面積：写真上の白枠の面積 
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写真 3-1 No.8（福島西工業団地）から見た反射の状況（16:14撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-2 No.8（福島西工業団地）から見た反射の状況（16:46撮影） 
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写真 3-3 No.9 佐倉下地区（島集会所付近）から見た反射の状況（16:09撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-4 No.9 佐倉下地区（島集会所付近）から見た反射の状況（16:32撮影） 
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(3) No.22-1 市道百目木原野町線（福島西工業団地の東側） 

 本地点では、15:50 頃に向かって右側のアレイ群 （斜地地①-1）で反射が確認され、反射の

中心域が徐々に右側に移動していった（写真 3-5）。16:10 頃には反射域が狭まり、16:15 頃

に反射が終了した。 

 反射開始から終了までの継続時間は、約 25 分であり、ピーク時（16:00 頃）のパネル全体

の見かけ面積に対する反射場所の面積比は、約 10％であった。 

 

表 3-3 調査結果概要（市道百目木原野町線（福島西工業団地の東側）） 

 

時刻 
全体の見かけ面積に対する 

反射場所の面積比 
備考 

15:50 頃 約 15％ 反射開始 

16:00 頃 約 10％ 反射のピーク 

16:10 頃 約 5％  

16:15 頃 - 反射終了 

総継続時間 約 25 分  

注：全体の見かけ面積：写真上の白枠の面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-5 No.22-1から見た反射の状況（16:05撮影）  
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3.2 移動観測 

本調査は、主要地方道上名倉飯坂伊達線を対象として、帯状に広がる反射光の南北方向の到

達範囲を時間を追って確認したものである。 

なお、主要地方道上名倉飯坂伊達線の西側には、樹木や建物があって反射光の位置が正確に

確認できない場所があったため、時刻別到達範囲は前後の時刻の情報から推測したものであり、

誤差がある。 

 

(1) 北側（反射光到達北限付近） 

反射光の到達範囲の北限付近を観察するため、向かって右側のアレイ群（斜地地①-1）の

右端のみ反射している場所を探しながら南北に移動し、その時刻を記録した（写真 3-6 の N-

1）。 

反射光の北限は、16:00 頃には図 3-1 のＡ付近にあると推定され、徐々に北限が南下して

いった。16:45 頃には、向かって右側のアレイ群で反射しているのは右端ではなく下の方だけ

になり（写真 3-6 の N-2）、17:00 頃には完全に反射が無くなった。 

その後反射光は、向かって左側のアレイ群（斜地地①-2，①-3）のみから見られるように

なり、北限は図 3-1 のＢ付近となった （写真 3-6 の N-3）。17:18 頃には、完全に反射が無く

なった。 

 

(2) 南側（反射光到達南限付近） 

反射光の到達範囲の南限付近を観察するため、向かって左側のアレイ群（斜地地①-3）の

左端のみ反射している場所を探しながら南北に移動し、その時刻を記録した（写真 3-7 の S-

1）。 

反射光の南限は、16:00 頃には図 3-1 のＣ付近にあると推定され、徐々に南限が南下して

いった。 

その後 17:00 頃には、南限の場所において向かって左側のアレイ群で反射しているのは左

端ではなく下の方だけになり（写真 3-7 の S-2）、17:17 頃には図 3-1 のＤ付近での確認を最

後に完全に反射が無くなった。 

 

上記の結果を基に、主要地方道上名倉飯坂伊達線を基準とした場合に反射光が到達している

範囲を時刻別に示すと、図 3-1 のようであったと推定される。 
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4. シミュレーションと実査の比較 

4.1 シミュレーションと実査との比較 

(1) 反射光の継続時間 

 固定観測地点における実査で確認された反射光の継続時間と、業前に実施したシミュレーシ

ョンで計算された継続時間との比較は表 4-1 のとおりであり、差異がみられた。 

 

表 4-1 反射光の継続時間の比較（2026年5月16日） 

地点 
継続時間（分） 

（実査） 

継続時間（分） 

（シミュレーション） 

（※参考値） 

No.8：福島西工業団地 約 64 分 1～2 分程度 

No.9：佐倉下地区 

（島集会所付近） 
約 52 分 1～2 分程度 

No.22-1：市道百目木原野町線 

（福島西工業団地の東側） 
約 25 分 1 分程度 

注：シミュレーションの継続時間は、実際に観測を行った日付及び位置で計算した値である。 

シミュレーションと実査では前提条件が異なり、結果の解釈には一定の留意が必要であること

から、シミュレーション結果は参考値とした。 

 

(2) 反射光の南北方向の到達範囲 

主要地方道上名倉飯坂伊達線を基準として、南北方向の反射光到達範囲を実査とシミュレー

ション及び簡易予測結果との比較を行ったところ、おおむね一致していた（表 4-2及び図 4-1）。 

 

表 4-2 主要地方道上名倉飯坂伊達線沿いの反射光到達範囲の比較（2026年5月16日） 

調査方法 
反射光の南北方向の 

広がり（km） 

実査 約 1.2 

シミュレーション（地形考慮あり）

（※参考値） 
約 1.0 

簡易予測（地形考慮なし） 

（※参考値） 
約 1.1 

注：反射光到達範囲の説明図は、図 4-1 参照。 

簡易予測とは、エクセルを用いてアレイ群の向きと太陽光の入射方向から、反射光の向きを

簡易に予測したもので、地形による遮蔽は考慮していない。 

シミュレーション及び簡易予測と実査では前提条件が異なり、結果の解釈には一定の留意が

必要であることから、シミュレーション及び簡易予測結果は参考値とした。 
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4.2 シミュレーションと実査との差異 

(1) シミュレーションにおける反射光予測方法 

シミュレーションは、「太陽光発電の環境配慮ガイドライン」（令和 2 年 3 月、環境省）に示

された予測方法に従い、広範囲の予測を正確かつ効率良く行うため、以下の方法を用いて実施

した。 

1) 「反射あり」の判定方法（図 4-2参照） 

①計算したい時刻の太陽位置 （方位、、角、）とパネルの向きから、鏡面反射（鏡の反射）（＝

太陽光がパネルに対して入射、と等しい、度で反射する）として反射方向を計算する。地形

を考慮して、太陽光がそのアレイに当たらない場合は先反射なし」と判定する。 

②計算地点から、①の反射方向と逆向きに直線を延ばす。このとき、アレイに至る直線上に地

形による遮蔽があるか確認し、遮蔽される場合は先反射なし」と判定する。 

③②で逆向きに延ばした直線が、アレイ内のいずれかのパネルと交われば、その時刻に反射光

が届くと判定する。 

④これを１分ごと、かつすべてのアレイを対象に計算し、計算地点におけるその日に反射光が

届く総時間数を計算する。 

 

2) 計算地点から逆向きに計算する方法を採用している理由（図 4-3参照） 

①太陽を起点に反射光を計算することは理論上可能である。しかし、太陽光は広い範囲に一様

に降り注ぐため、アレイを構成するパネルのどこで反射した光が計算地点に届くのかを業前

に知ることはできない。そのため、膨大な数の光線を追跡する必要があり、実用的ではない。 

②また、計算地点に届く反射点は、時間とともにパネル上を移動するため、パネル上の１点を

起点とした計算では正確な結果を得られない。 

そこで本シミュレーションでは、計算地点から反射光を逆向きにたどる方法を採用している。

この方法では、計算地点に届く可能性のある光だけを調べればよいため、効率よく正確に反射

光を予測できる。 
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図 4-2 シミュレーションにおける反射ありの判定方法 
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図 4-3 シミュレーションにおいて計算地点から逆向きに計算する方法を採用している理由 

 

 

(2) 反射光継続時間に差異が生じた主な原因 

シミュレーション結果と実査において、反射光の継続時間に違いが生じた主な原因は以下の

とおりと考える。 

シミュレーションは、先太陽光電事の環境配慮ガイドライン」（令和２年３月、環境省）を参

考に実施した。先ガイドライン」では、反射光の計算方法について先太陽光パネルに対し太陽光

の入射、と反射、は同じ、度になり、反射光は直進する性質を踏まえて、反射光の方位、及び

反射、を計算します。」とされており、鏡面反射（鏡の反射）として計算することを前提として

いる（簡易予測も同様の考え方で計算されている）。しかしながら、実際に使用されている太陽

光パネルは低反射パネルであり、表面に微細な凹凸加工が施されていることから反射、が一定

方向に収束せず、拡散反射することとなる。 

また、設置されたアレイの向き・、度が完全に一律ではない可能性もあり、これらの要因か

ら、シミュレーション結果よりも反射継続時間が延びたものと考えられる。 

上記のとおり、シミュレーション及び簡易予測の前提条件に制約がある （拡散反射に非対応、

アレイの向き・、度のわずかなずれが反映されない）ことから、定点での継続時間については、

結果として想定以上に差異が生じたものと考えられる。 

 

  











3 

(3) 視点場からのイメージ 

(1)及び(2)の推定内容から、視点場に届く反射光の帯の動きを模式的に示したものが図 1-3

である。 

シミュレーションにおいて前提とした鏡面反射（鏡の反射）を模式的に示すと、鉛直（上下）

方向の幅が小さい反射光の帯が、向かって上から左下に降りてくるイメージとなる。これに対

し、鉛直（上下）方向に大きく拡散していれば、反射光の帯は鉛直（上下）方向の幅が大きい帯

が降りてくるイメージとなる。 

このため、シミュレーションにおいては反射光の帯が短時間で視点場を通過すると予測して

いたのに対し、実際は鉛直（上下）方向に大きく拡散していたため、視点場を通過する時間が

シミュレーション結果よりも長くなったものと考えられる。 

なお、反射光の帯の水平（左右）方向の幅については、実査とシミュレーションで大きな差

がなかったことから、シミュレーションと実際で大きな差はなかったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：模式図につき、アレイ群は長方形として表示している。また、図の縮尺や角度は実際とは異なる。 

図 1-3 シミュレーションの条件（鏡面反射（鏡の反射））と拡散反射の違い（視点場から見たイメージ）  

【シミュレーション（鏡面反射（鏡の反射））】 

【拡散反射（実際の推定）】 

時間の経過とともに、反射光の

帯は向かって左下方向に下り

てくるが、鉛直（上下）方向の

帯の幅が小さいため、視点場に

おける反射光の継続時間は相

対的に短い。 

時間の経過とともに、反射光の

帯は向かって左下方向に下りて

くるが、鉛直（上下）方向の帯の

幅が大きいため、視点場におけ

る反射光の継続時間は鏡面反射

（鏡の反射）よりも長くなる。 


















